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ゴミ拾いながらのウォーキングイベント



■道を使った青空博物館
■地域の文化・歴史・営み・魅力を歩く・

サイクリングで体験する

道のエコミュージアムとは

道のエコ
ミュージアム

東海道2峠6宿駿河歩人
東海道駿河2峠６宿風景街道

須走 巡拝の道づくり
ぐるり富士山風景街道(国道138号）



東海道という日本の文化的資源を

「道のエコミュージアム」として、活かし・発信

東海道2峠6宿駿河歩人



近年の主な活動
活動項目 内容 関連

①見所解説マップ
制作・配架

広域・詳細の解説マップ7種類
英訳4宿場と薩埵峠

国交省町廻りナビＰＪ
⇒協議会

②ＨＰ・
動画の配信

各宿場イメージ動画2種類+タイ
ムラプス⇒マップ等もＨＰ掲載

同上⇒協議会/文化庁文
化芸術振興補助金

③迷わないための
道路表示サイン

東海道の路面シート61カ所
民家敷地140箇所以上

静岡市事業
日本遺産事業

④東海道を学ぶ
プログラム

小学6年生への東海道講座
教材「東海道イロハ」他

日本遺産事業
文化庁文化芸術振興補助金

⑤シーニックベンチ 道の駅に隣接する護岸の修景と
ベンチ整備

静岡市・道路協力団体協
働

⑥ウォーキングイベン
トの開催

宇津谷峠にてガイド付のウォー
キングイベント

道の駅・企業・大学・地
元・道路協力団体・協議会

⑦道路協力団体の支
援

太平洋自転車道の迂回ルート誘
導サイン・清掃・駐車場・他

宇津ノ谷峠・丸子宿



①見所解説マップの制作と配架

表

風景街道を紹介！



裏



②迷わないための道路標示デザイン

エリア内では国道を5回
ＪＲ線路の下を3回横断



日本遺産事業
により
藤枝市にも29
箇所整備

8
8
0

誘導路面シート：61箇所



民地東海道シール：約140箇所



③東海道を学ぶプログラム

日本遺産 駿州の旅二峠八宿(静岡市+藤枝市）
Ｒ６年度静岡市内6年生を対象とした東海道講座
今年度は6校、延べ約480人の子ども達に講座とワークショップ



④シーニックベンチ

＜経緯＞

①Ｒ2年12月 地元有志による草刈りと菜の花種配布
②Ｒ３年1月 地元有志による桜の植栽
③Ｒ３年6月 地元有志、道路協力団体、道の駅管理者

等による彼岸花の球根の植栽
④Ｒ３年～ 静岡県河川管理者との調整
⑤Ｒ４年 静岡国道事務所による道路敷地の
                  草刈りの実施
⑥Ｒ５年3月 南天の植栽
⑦Ｒ５年9月 ベンチ塗装後、設置
⑧Ｒ６年～ 草刈りの実施(彼岸花・菜の花）

夏には河床・護岸が整備されている丸子川で遊べるようにしたい



不要ベンチをもらい受けシーニックベンチとして活用

道の駅管理主体、地元、企業、ＮＰＯ、行政にて草刈り



⑤道路協力団体の支援
道の駅宇津ノ谷峠を活用し、
住民参加のワークショップで検討された方針や事業を進める
担い手として道路協力団体への登録

ＮＣＲに登録
された太平
洋岸自転道

人気がある
明治トンネル
へ誘導する
サインを民地
側に設置





③道路協力団体への支援 団体の活動紹介

タイムズ２４―B駐車場 全景看板設置状況

1回500円、300円が協力団体収入
令和5年度39台実績

課題：道の駅には駐車場台数が少ない
国の施設内にイベント時等に活用できる有料駐車スペースの確保



団体の活動紹介
道の駅宇津ノ谷峠のＨＰ発信

ホームページ（おしらせ
画面）に活動状況を掲載

道の駅自販機の設置

非常時における飲料供給
に関する覚え書き締結

団体の活動資金



須走 巡拝の道づくり(ぐるり富士山風景街道）

頂上を目指すスポーツ的な登山ではなく
日本人が本来抱いていた富士山信仰の「拝む(登拝・遥拝・巡
拝）ができる道



須走 巡拝の道づくり(ぐるり富士山風景街道）

＜経緯＞
①Ｈ26年 国道138号景観ワークショップ会議実施(沼国）
②Ｈ27年 活動開始
③Ｈ28年 巡拝の道づくり事業開始(文化庁)
③～Ｒ３年 景観ワークショップ会議と

年1回の活動・100人～200人参加(沼国)
④Ｒ4年 地元協議会が道路協力団体に認定・自主事業

高知寒冷地にあった桜の植樹(沼国）
⑤Ｒ5年 富士山世界遺産登録10周年記念事業

地元参加者500人超える
景観ワークショップ会議(町)実施

⑥Ｒ６年 小雨にもかかわらず住民500人強参加

活動目標：キャッチフレーズ

世界に誇ろう！須走の景観と富士山

中部未来創
造大賞 
特別賞受賞



世界に誇ろう！須走の景観と富士山

地元住民が５００人以上参加する夏の富士さ須走口美化活動

富士山世界遺産登録１０周年の２０２３年には横断幕、タペストリー、
富士山クイズゲームも実施



ガードレール茶色塗装の場所ごと関わった住民の記念撮影。これだけの人数が係ると数百メートルは塗装できます



住民・行政・企業・各団体のみんなで取り組む

花の会と国道事務所職員

ネクスコさんは毎年大勢参加

国・県の職員と地域のみなさんで取り組む

町と国の職員のコラボで雑草除去



最後に・・・

１.風景街道の認知度を高めたい
－行政・民間がすぐにできることがあるはずである
－特に(お金をかけずに）行政ができること
－観光振興、文化振興に風景街道をからめる

２.「道路協力団体」の理解
－基礎自治体・県の道路部門の職員認知度を高める
－道路部門以外の職員も知っている制度になるといい
－「道路協力団体の社会的な役割」についての理解を高めて

ほしい


